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審査結果の所見 

 本研究は、免疫・炎症反応でこれまでよく知られていなかった好塩基

球の病態生理的役割を解明しようとする研究である。研究計画としては、

遺伝子改変マウス等を用いた実験病理学的、分子生物学的手法を中心と

し、さらには、動物実験で得られた成果をヒトの疾患への応用も見据え

た内容を包含している点で、高く評価される。 

 応募者は、これまでにも好塩基球に関する高いレベルの研究を推進し

てきており、今後も継続してさらに優れた日本発の知見を積み上げてい

くことにより、アレルギー疾患や寄生虫感染に対するワクチン療法開発

への展開が期待できる。 

 以上の理由により、本応募課題を基盤研究（Ｓ）として採択すること

が適当と判断した。 

 

 


